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緒 看

正しい発声で,意志を確実に伝達することは,

日常生活を営む上で重要なことである｡

抜歯などによる形態的な口腔環境の変化は発声

に与える影響が大きく,補綴物処置による,発声

の回復されるべき諸要点については検討がなされ

ている1-14)0

一方規準的な標本となる正常な口腔形態を有す

る者の,母音,子音について レントゲン写真法

15-21), サウンドスペクトログラフ22-26)及びパラ

トグラム1-8,27,28)などによる基礎的な研究がおこ

なわれ,それらの臨床例が報告されている｡

治療対称が広範囲にわたる症例では,治療期間

の長期化,抜歯,支台歯形成などによる口腔環境

の大きな変化により,適正な垂直的,水平的顎位

の維持,支台歯及び粘膜面の管理などが困難にな

り,阻噂機能,発音機能の低下, さらに筋 ･神経

系の調和も問題になることが多い｡

本症例は治療範囲が上下顎に及び,治療期間が

長期にわたったものであるが,暫間ブリッジ,即

時義歯を製作 し,適当な間隔を設けて調整をおこ

ない,阻噂機能,発音機能を回復する一方,審美

性をも考慮し治療を進めたものである｡

なお本症例では必要な ステップで音声を記録

し,その分析をおこなった結果を参考にして,暫

間ブリッジ,即時義歯の調整を試み,最終補綴物

の治療内容の検討を行って製作した結果,良好な

結果を得たものである｡

症 例

患者:Y.Y. 40歳,男性

主訴:阻噂 ･発音機能および審美性の障害

1) 既 往 歴

(1)全身的既往歴

特記事項なし

(2)局所的既往歴

昭和42年某歯科医院において,全顎にわたる歯

周疾患の処置を受ける｡昭和47年_1111 の動揺が

大きく唆合不可能のため,同部を抜歯,且旦支台

歯の bridgeを装着｡昭和47年 21】12の動揺が

大きくなり抜歯,すす支台歯の bridgeを装着｡

昭和48年8月_Z_旦旦1の動揺度増加のため抜歯,昭
和49年8月しむZ_の動揺度増加のため抜歯.昭和50

年7月前歯ブリッジの審美性,発音障害,阻噴障

害を主訴として,新潟大学歯学部附属病院補綴科

を受診した｡

2) 現 症

(1)全身所見

健康状態,栄養状態ともに良好
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8 新潟歯学会誌 8巻 1号 1978年

図 1 初 診 時 正 貌

図 2 初 診 時 側 貌

図 3 初診時口腔写真

(2)口腔内所見

全顎にわたり歯石沈着が認められ,歯肉の発

赤,腫脹,易出血性があり,一旦j

縞が顕著であった｡

むと互の歯肉退4

図 4 上下顎研究用模型

u 5-lil-2旦ヱは 欠 損 , _4Ji は C1,L5_はC3処置
21I12

歯で根充済,す5T7-はアマルガム充填が施され
ている｡

残存歯は動揺が認められ,

lg且 は m2であったo

前歯部の欠損 諸 ii は ･32# が支台歯である
bridgeが装着されている｡

臼歯部辺縁隆線の不一致および すF喜~部切縁の

位置が高く,下顎喫合平面に凹凸が認められた｡

叉区 の舌側転位,7lの捻転により歯列弓も sm O-

othなカ-ブではなかった.
_@1
③21

副 子

lI謂 部 の bridgeのポ ンテ ィック

は歯槽頂より唇側に位置し,21圧 2の

唇側傾斜が顕著で,上下顎前歯部の前突が認めら

れ,口唇の閉錆がやや困難であった｡

3) 診 断
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図 5 下顎前歯暫問ブリッジ装着時

7651
21桂-2-91 :歯牙欠損症

吐し5_ :C
432
8.-3…空事 ‥ml-2

款 Ii{霊 ‥bridgeによる発音機能障害
4) 治 療 方 針

歯冠補綴物および床義歯人工歯の位置や形態が

発音に及ぼす影響について検討するため,音声を

記録し,分析を試みながら治療を進めることにし

た｡

(1) 口腔清掃指導,歯石除去

(2) 21112② 部 bridge 撤去,暫 間

bridgeの製作

bridge撤去後,暫間 bridgeを製作,調整し,

発音,審美に好ましい位置を決定し,至適位置決

定後 すす にSternG/LAttachmentを使用し,

可撤性義歯を製作する｡

なお可撤性義歯製作決定にあたり,21日 2 歯
槽部の欠損が大きく,義歯による歯肉部の回復が

適当で あり,粘膜変化後の リベース も可能であ

る｡さらに可撤性義歯では義歯の清掃, 口腔の洗

浄が容易である｡反面,固定性義歯では大きな実

質欠損部で歯肉色の acrylicresin の使用に限

度があり,叉不潔になり易いなど等を考慮した｡

(3) ②1112③ 部 bridgeの撤去,l旦旦旦:抜
歯,7651-ト7:即時義歯製作

発音分析の結果から,321圧23 の人工歯の

位置を決定し, さらに軟組織の治癒後最終義歯を

製作する｡

19

図 6 上顎即時義歯装着時

図 7 31悟rs根面板装着時

図 8 上顎義歯装着時

(4) 綜 抜髄,-TL:感染根管治療･ LJf‥

抜歯,T3-I甘‥冠製作,断 面‥bridge製作
5) 治 療 経 過

(1)⑧21112⑨
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図 9 下顎義歯装着時

図 11 義歯装着時正貌

ジン bridgeを製作,調整

図 10 上下顎義歯装着時

図 12 義歯装着時側貌

I(嘲∴418:抜歯,_31 l:歯冠切断後 手手了 即

(2)すl旦坐 :抜歯･鮎 止一旦塵 部 bridge 時義歯製作
撤去後即時義歯製作,調整

(3)l甘:冠製作,71:根管治療後冠製作

(4)Ai32-lす‥抜髄
(5)すすすl:盲のう掻腫術,歯 肉剥離 掻 他

術

(7)J6l:Onlay製作

(8)す｢す:冠製作後 21112 部の Attach-
ment義歯製作

(9)_蔓_旦1:根面キャップ製作後,ラフ:了 義歯
製作
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I 叫E e

図 13 初診時 Sonagram および Section

図 14 下顎前歯暫間 bridge装着時 Sonagram および Section

考 察

W.Koenig,H･K･DunnandL Y･Lacy29)
が1946年にサウンドスペクトルグラフを報告して

以来,音声の如 く周波数や周波数成分の強さが,

経時的変化を伴う信号を,時間,周波数,成分の

強さについて三次元に表示,分析することが可能

2;

となり, これを用いた正常者,異常者についての

基本的な音声の分析及び臨床的な検討結果は, 口

蓋裂患者および多数歯牙欠損患者に対する治療の

指針の決定,スピーチエイド,義歯製作および治

療結果の判定に使用されている1-8,30,31,32)0

本症例は発音構音機能の障害が主訴で, 口腔内

診査により治療が広範囲にわたることから,治療
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図 15 上顎即時義歯装着時 Sonagram および Section

図 16 泊寮後 Sonagram および Section

期間が長期にわたることが予測され,治療の諸相

においてソナグラム分析を行い,その結果を参考

にして治療を進めることを計画した｡

昭和50年 7月4日初診時の ｢ア｣は Fl:200-

400,F2:600-1,200,F3:2,700-3,200で正常

者の Fl:600-800, F2:1,000-1,400, F3:

2,700-3,100より低 く,｢ア｣を特徴づける Fl,

F2で低い周波数をしめしている｡

｢イ｣,｢ウ｣, ｢エ｣,｢オ｣においても ｢ア｣ と

同様に正常者に比し低い周波数をしめしている｡

昭和50年7月29日, 21112 bridge

製作に際し,切縁の高さは審美的な観点より,左

右第一小臼歯の喫頭の高さにあわせ,唇音的には

旧 bridgeより約 2mm 舌側へ移動するなどの

- 22-



加 藤 仁 市, そ の 他

調整を行った結果,口唇の前突感は消失し,審美

性 と共に発音が改善された｡この時の｢ア｣はFl:

500-800,F2:1,100-1,200,F3:3,000-3,100

で,正常者の周波数と近い値を示めしたので仮着

した｡

なおポンティック基底部の位置は, 旧 bridge

では歯槽頂より唇側に位置してたが, 旧 bridge

より約 2mm舌側へ移動させて歯槽頂上においた

結果,発音が良好に行なわれるようになり,且つ

舌感も改善された｡暫聞 bridge製作時,ポンテ

ィック基底面と粘膜問に間隙を設けると,発音,

舌感とも不良になることが判明し,前歯部 bridge

製作のさい,適切な リッジラップ型にすることの

重要さが確認できた｡

昭和50年8月11日, ラ市 部 即時義歯製作の

際,下顎暫間 bridge製作時に, 旧 bridgeに

比し歯冠長が短 く,舌側へ約 2mm移動 したこと

で,切縁の高さをやや 低 くし,唇吉的には 約 2

mm 舌側へ移動 した｡

中心唆合位に おいて上下顎 前歯を接触 させる

と, 発音が 不良となることから,垂直的 被蓋 1

mm,水平的被蓋 1mm 設けた｡

この吹合状態の｢ア｣はFl:600-800,F2:1,100

-1,300,F3:3,100-3,400で正常者の周波数と

近い値を示 し, ｢-｣,｢イ｣,｢オ｣, ｢ウ｣ も同様

な傾向を示すことから,上顎前歯部の人工歯排列

位置を決定した｡

その後通法に従い下顎部分床義歯,上顎全部床

義歯を製作 し, 昭和51年 12月25日に完成装着し

た｡

昭和52年1月17日,義歯装着後2回目の リコー

ルで精査の結果,阻噛,発音機能および舌感,香

美性で術者,患者ともに満足すべき結果が得られ

た｡

この時点の周波数は:

Fl

｢ア｣:500-800

｢- ｣:100.-500

｢イ｣:100.-500

｢オ｣:200-700

｢ウ｣:100-500

F2

1,000.-1,300

1,7001-2,400

2,100-2,500

200.- 700

i,100-1,500

23

で,｢オ｣は Fl,F2:200-700を除き正常者の周

波数に近い値を示めした｡

母音の Formantには耳に聞いて認識するため

のものと,音響物理学的に分析され うる純発声機
〟

構上のものの2つが存在する｡

発声明瞭度の決定には,分析と共に明瞭度試験

が必要とされているが,本症例では行なわなかっ

た｡

本症例は補綴物製作の諸過程において, ソナグ

ラムの分析を行い,正常値を参考にして,畢作,

調整した｡

結 論

補綴物製作時,前歯部を含む広範囲にわたる症

例では,阻噂機能,審美性と共に発音機能の回復

が問題となる｡

本症例は補綴物製作過程において, サウン ドス

ペク)トルグラムを用いて,発音機能の回復 と補綴

物の調整をした結果,満足すべき補綴物の製作と

予後を得たものである｡

F3

3,000-3,300

2,700.-2,900

2,900-3,500

3,000.-3,700

2,500-′3,000
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